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＜連絡事項＞
・12/10(日)の当直は垂水Drです。翌12/11(月)8:30頃には退勤しますので、確認印等もらい忘れの無いよう周知をお願いします。

・行事委員会より納会の案内が掲示されています。12/30(土)17:15～メンタルケア病棟3F会議室にて行います。当日出勤者は、お世話になった方へ挨拶をし、1年を締めくくってから帰宅しましょう。

・12/23(土)9:00～病棟にてクリスマス会を行います。本日上野千奈津様を除いた患者様より￥100を会費として集金しています。上野千奈津様は、外泊より帰院後集金する予定です。

＜患者様連絡事項＞
・飯田　修子様～本日9:30～16:00母様に会うため外出されています。

・上野　千奈津様～本日9:00～12/10(日)16:00自宅掃除のため外泊されています。

・嶋守　京子様～本日長女様面会に来られています。介護保険が来年1月末に期限切れと
なるため、今月中に役所から認定調査の日程について当院に連絡が入る
とのことでしたが、まだ連絡ないこと伝えています。認定調査には長女様
も同席したいとの事でしたので、日程決まり次第長女様へ連絡をして下
さい。

＜要注目患者様＞
・内田　都影様～他患者様に関する妄想的内容の話を、カウンター越しにスタッフへ訴え
切り上げることが出来ずにいます。男性部屋に入っていく勢いで、中の患
者様へ話掛けていることもありました。SSTへは拒否無く参加し、朝・昼
食は遅れながらもレストランへ移動し、全量摂取されるなど、日課には支
障ありません。引き続き、精神状態を観察し、他者トラブルに注意してい
きましょう。

・五日市　規様～夜間ホールへ来られることも減少傾向であり、まとまった睡眠をとること
が出来ている様子です。月・水曜日は入浴されていましたが、昨日は拒否していました。若干ではありますが、頭髪に不潔感が見られています。入浴時は保清面(洗髪・洗身)の観察をし、必要時は介入していきましょう。又、精神状態の観察や夜間の睡眠状況の確認も行っていきましょう。

・飯田　修子様～本日9:30～母様へ会うため外出されています。14:30帰院。忘薬もなく、
嗜好品の購入量も適切でした。帰院後も、大声等上げることなく落ち着い
て過ごされています。引き続き、精神状態を観察し、他者トラブルに注意
していきましょう。

・曽我　正子様～気分の高さ見られ始め、他者への干渉的行為も増加傾向にあります。スタ
ッフ介入すると話が変わり、さらに二転三転し、切り上げること出来ずに
います。他者へ対して声を荒げるなど、攻撃的な様子も見られています。
引き続き、精神状態を観察し、他者トラブルに注意していきましょう。

・犹守　佑太様～転棟後5日目となります。日課へ支障をきたすような強迫観念にとらわ
れた行為も見られず、比較的落ち着いて過ごされています。本日午後より
スタッフ付き添いにて、買い物へ出掛けています。商品は一番上や手前の
物に触れないようにして二番目の物を取っていますが、それ以外に不自
然な行動はなく、購入量も適切でした。引き続き、本人のこだわりから来
る言動を観察し、必要時は介入していきましょう。

・松永　勘五郎様～転棟後4日目となります。問題行動も見られず、落ち着いて過ごされて
います。大量の私物も、自身で整理・整頓行い収納出来ています。本日のSSTでは拒否無く参加し、自己紹介も出来ていました。引き続き、精神・身体状態観察していきましょう。

＜受け持ち患者支援検討＞
・原　吉郎様～これまでの入所体験では、意欲的な感想が聞かれていましたが、本日「青山
荘には行かない。」・「来年になったら行く。」などと言い出しています。精神
的に不安定であり、一時的なものかも知れませんが、12/18(月)には宿泊体
験も控えています。引き続き、精神状態を観察し、退院のためであることが
理解出来るよう関わっていきましょう。

・犹守　佑太様～母様は、自己管理(幅広い意味で)出来るようになったら、自宅への退院を
受け入れると話されています。本日午後より、スタッフ付き添いにて買い
物へ出掛けています。購入量も適切、問題行動も見られませんでした。ど
ういった場面で本人の強迫観念から来る言動が現れるか、まだ観察が必
要です。12/13(水)母様同席しての主治医面談を予定しています。引き続
き、精神状態・言動を観察し、必要時は介入していきましょう。自己管理
については、本人のこだわりが見られる面もあるため、段階的に進めてい
[bookmark: _GoBack]きます。

＜リハビリテーションプログラム意見＞
・集会所テンキードアの開放について、プログラム開始となったら、しっかり閉じるようにしたほうが良い。患者様の所在確認のためにも、開けっ放しは良くない。

・プログラム内容に関わらず、患者様にはズック(運動靴)を履いて参加してもらう。移動時にも転倒・転落等のリスクがあるので、患者様へは準備を勧めるほうが良い。
　
　以上の意見が出ましたので、ミーティング時報告し検討していきます。
